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200　　 L－［methy1－i℃】methionine　P　E　Tの定量的

　解析のための実用的な血漿蛋白結合放射能補正法

　吉川京燦（千葉大放部）　吉田弘，今関恵子．宇野公一，

　有水昇（千葉大放科）　岡住慎一，榎本和夫，磯野可一

　（千葉大2外）

　　L－［methyl－iiC］methionine　P　E　Tによる腫瘍組織

　アミノ酸代謝の定量解析には患者動脈血の経時的血漿中

放射能量が入力関数として用いられる。しかし，血漿中

放射能には血漿蛋白に結合した放射能と非結合放射能が

　含まれており，血漿蛋白結合放射能成分は腫瘍組織アミ

　ノ酸代謝に寄与しておらず，この分を入力関数から除く

必要がある。今回我々はこの補正を比較的簡便にかっ実

用上ほぼ正確に行なう方法を考案したので報告する。原

理的には血漿蛋白成分をTCAを用いて除去する方法を

利用しているがこの時除去蛋白に結合した放射能量の正

確な測定に工夫を行ない精度の向上が可能となった。

201　　　非放射性アミノ酸負荷時における・・c一メチオニン

の血液中での動態について

藤原竹彦1、谷内一彦2、宮沢英充8、伊藤正敏1、福田

寛8、岩田錬1、高橋俊博1、井戸達雄1（東北大・サイ

クロ1、同・医学部・薬理12、同・加齢研・放射線8）

　アミノ酸を含む輪液製剤は臨床に広く使用されている

が、投与されたアミノ酸の動態に関する研究は少ない。

ポジトロン標識アミノ酸である11C一メチオニンを指標として、

アミノ酸を負荷したときの生体内でのアミノ酸代謝の変

化を検討した。健常成人に非放射性アミノ酸製剤を静脈

から持続投与しながら、同時に11C一メチt：ンを静脈投与し、

その血漿中の代謝産物を測定した。11C一メチ仁ンは単独投

与時には速やかに代謝されることが知られているが、ア

　ミノ酸負荷時には11C一メチt：ンの血漿中からの消失が遅く

なり、代謝産物の生成も抑えられることがわかった。

202　　炎症組織に於ける18F－FDG集積

　山田　進、窪田和雄、窪田朗子（東北大・加齢研・放）、

　井戸達雄（東北大・サイクロ）

　　実験的炎症組織での18F－FDGの集積を、6TGaク

　エン酸との二重標識体内分布及びARGにて比較検討し

　た。ラットの皮下に起炎物質（テレピン油、カラゲニン

　溶液）を注入して炎症組織を作成し、1日から14日後

　に二重標識体内分布実験を行った。その体内分布では、

　18F－FDGの炎症病巣への取り込みは急速に増加し、

　起炎物質注入後4日に最大を示し、その後は次第に減少

　した。67Gaクエン酸も、　i8F－FDGと同様の集積パ

　ターンを示した。起炎物質注入4日後の18F－FDG及

　び67Gaクエン酸のマクロARGでは、共に炎症膿瘍の

　中心を取り囲むように高濃度のグレインが認められ、組

織学的には好中球やマクロファージの浸潤や繊維芽細胞

　の肉芽組織に対応していた。

203　　　　　18FDGのマウス皮下移植腫瘍組織内細

胞レベルでの集積動態と、癌細胞と免疫細胞の鑑別

　窪田朗子、窪田和雄、山田　進（東北大・加齢研・放）、

井戸達雄（東北大・サイクロ）

　宿主マウスと、増殖能の異なる腫瘍の関係、および、

　18FDG・3HDGの腫瘍集積動態を、　C3Hマウス皮下

　移植FM3A乳癌・MH134肝癌を用いて、体内分布、

　ARGにより検討した。18FDG・3HDGは、腫瘍組織
　内で、浸潤マクロファージに最も高い集積を示し、続い

　て小壊死部分、若い肉芽組織に高い集積を示した。MH

　134癌細胞は、FM3A癌細胞より増殖が速く、18F

　DGの高い集積を示したが、両癌細胞ともそれぞれの組

織の中では、集積は最も低かった。集積の時間変化を調

　べたところ、腫瘍組織内の癌細胞、マクロファージ、肉

　芽組織、小壊死部は異なる集積動態を示し、これにより、

癌細胞と宿主免疫細胞の鑑別が可能であった。

204　　　放射線治療効果を早期にモニタ＿するための

　PET　agents（FDG、　Methionine、およびThy　lidine）の

　in　vitroにおける比較　　　東　光太郎、興村　哲郎、

　山本　達（金沢医大　放）、R．　L．　Wah　1（ミシガン大　核）

　　培養人卵巣癌細胞に放射線照射（5あるいは30Gy）後，

　癌細胞への3H－FDG、3H－methionine（Met），3H－thymidine

　｛Thy）の取り込みの早期変化を比較した。　FDGおよび

　Metの取り込みは、非照射群に比し5Gy照射後も有意差

　がなく、30Gy照射後増加した。　これに対し、　Thyの取

　り込みは非照射群に比し5Gy照射後著明に増加した。ま

　た、T㎏の取り込みは細胞周期同調に一致して周期的に

　変化した。これらの結果は、Thyの取り込みが線量依存

　性においてFDGおよびMetと異なり、また照射後の細胞

　周期同調の影響を受けることを示している。Thyは、放

　射線治療効果を早期にモニターするためのPET　agentと

　してFDGやMetよりも複雑であることが示唆された。

205　　　薬剤負荷によるFDG、　BMIPP、メチオ

　ニンの体内分布の変化と血糖値の関係

　窪田和雄、窪田朗子、山田　進（東北大　加齢研　放）

　井戸達雄（東北大　サイクロRI）

　　グルコース及びトリヨードサイロニン、デヒドロアス

　コルビン酸、ジピリダモール、GCSF、デキサメサゾ

　ン（Dex）など薬剤負荷時の血糖、遊離脂肪酸、イン

　シュリンの変化と3種トレーサーの体内分布の関係をド

　ンリューラットで調べた。FDG集積はAH109A腫瘍と脳

　で血糖と逆相関した。筋肉及びクロトン油炎症は変化な

　く、腫瘍／筋肉比、腫瘍／炎症比は低血糖時に最も高く

　なった。骨・骨髄はGCSF負荷時のみ増加した。心筋

　は血糖と正の相関を示したが、Dex負荷時のみ高血糖

　にもかかわらずFDG集積は低く、血中脂肪酸が増加し、

　BMIPP集積が大きく増加した。14Cメチオニンの腫
　瘍、他への分布は血糖の影響を受けなかった。
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